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高知市
議会事務局

主　な　内　容
２頁〈議長・副議長を選出〉
　　〈人事議案等〉〈審議日程〉
３頁〈６月定例会を振り返って　会派の意見〉
４頁〈新たな生活困窮者支援制度の構築に向
　　　けて〉
　　〈議会情報公開制度・個人情報保護制度
　　　の利用状況〉〈可決した主な議案〉
　　〈インターネット録画配信を開始〉
５頁〈市民と共にねんりんピックの成功を〉
　　〈観光力アップへ新しい取り組みを〉
　　〈旭駅周辺地区のまちづくり〉
　　〈請願・陳情の結果〉
６頁〈政務調査費の執行状況〉
　　〈会派の構成と電話・ＦＡＸ番号〉
　　〈会議録の閲覧〉
７頁〈委員会の活動〉〈意見書・決議〉
　　〈事務局の連絡先〉
８頁〈議員名簿〉

月
定
例
会
（
第
４
３
８
回
）
を
６
月
13
日
か
ら
26
日
ま
で
の
14
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
は
、
市
長
が
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
19
件
の
議
案
に
つ
い
て

提
案
理
由
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
正
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選

挙
を
行
い
、
議
長
に
山
根
堂
宏
議
員
、
副
議
長
に
竹
村
邦
夫
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。
２
日
目
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。

　

18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
個
人
質
問
に
は
16
人
（
う
ち
５
人
が
一
問
一
答

方
式
を
選
択
）
が
立
ち
、
防
災
対
策
、
健
康
福
祉
施
策
、
観
光
振
興
施
策
、

教
育
行
政
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一
部
変
更
に
関
す
る
議
案

な
ど
、
19
件
の
議
案
を
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
監
査
委
員
の
選
任
議
案
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
議
案
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案
の

３
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
ま
た
は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま

し
た
。

　

議
員
提
出
議
案　

空
き
家
対
策
と
し
て
の
相
続
手
続
の
簡
素
化
等
を
求

め
る
意
見
書
議
案
な
ど
10
件
の
意
見
書
議
案
お
よ
び
決
議
案
を
提
出
し
、

う
ち
７
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

６

７月 1日に入館者２万人を突破した「高知よさこい情報交流館」
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選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
議
長
選
挙
〕

山
根　

堂
宏
（
公　

明　

党
）
19
票

江
口　

善
子
（
日
本
共
産
党
）
６
票

無　

効　

票　
　
　
　
　
　
　

８
票

〔
副
議
長
選
挙
〕

竹
村　

邦
夫
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
19
票

岡
田　

泰
司
（
日
本
共
産
党
）
６
票

無　

効　

票　
　
　
　
　
　
　

８
票

常
任
委
員
会
委
員
・

議
会
運
営
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

定
例
会
２
日
目
の
14
日
に
、
総
務
、

建
設
、
厚
生
、
経
済
文
教
の
各
常
任

委
員
会
委
員
（
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
を

行
い
ま
し
た
。

　

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
議
事

の
順
序
等
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◎
髙
木　
　

妙　

○
清
水
お
さ
む

　

田
鍋　
　

剛　
　

川
村　

貞
夫

　

深
瀬　

裕
彦　
　

岡
田　

泰
司

　

浜
口　

卓
也　
　

平
田　

文
彦

特
別
委
員
会
委
員
の
変
更

　

定
例
会
最
終
日
の
26
日
に
、
南
海

地
震
対
策
調
査
特
別
委
員
会
、
都
市

再
生
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
特
別
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。

南
海
地
震
対
策
調
査
特
別
委
員
会

◎
近
藤　
　

強　

○
細
木　
　

良

　

深
瀬　

裕
彦　
　

上
田
貢
太
郎

　

江
口　

善
子　
　

戸
田　

二
郎

　

平
田　

文
彦　
　

寺
内　

憲
資

　

高
橋　

正
志　
　

土
居
ひ
さ
し

　

中
澤
は
ま
子

都
市
再
生
調
査
特
別
委
員
会

◎
浜
川
総
一
郎　

○
西
森　

美
和

　

長
尾　

和
明　
　

門
田
権
四
郎

　

下
元　

博
司　
　

岡
田　

泰
司

　

岡
﨑　
　

豊　
　

氏
原　

嗣
志

　

和
田　

勝
美　
　

竹
村　

邦
夫

　

福
島　
　

明

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

◎
髙
木　
　

妙　

○
竹
内
千
賀
子

　

近
森　

正
久　
　

は
た　
　

愛

　

田
鍋　
　

剛　
　

川
村　

貞
夫

　

下
本　

文
雄　
　

浜
口　

卓
也

　

清
水
お
さ
む　
　

水
口　

晴
雄

　

山
根　

堂
宏

　
　

※
６
月
26
日
に
委
員
長
が
変
わ

　
　

り
ま
し
た
。

人 

事 

議 

案

　

26
日
に
、
市
長
か
ら
監
査
委
員
お

よ
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
議
案
、
人
権
擁
護
委
員
推

薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案
が
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
ま
た
は
異
議
な

き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

上
田
貢
太
郎　
　

岡
﨑　
　

豊

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

森
澤　

博
之

人
権
擁
護
委
員

　

近
藤　

啓
明　
　

竹
﨑　

文
雄

　

森
澤　

由
喜　
　

山
﨑　

章
恵

　

組
合
議
会
議
員
等
を
選
出

　

ま
た
、
26
日
に
高
知
県
競
馬
組
合

議
会
議
員
、
仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務

組
合
議
会
議
員
、
高
知
県
・
高
知
市

病
院
企
業
団
議
会
議
員
を
選
出
し
ま

し
た
。

高
知
県
競
馬
組
合
議
会
議
員

　

清
水
お
さ
む

仁
淀
川
下
流
衛
生事

務
組
合
議
会
議
員

　

氏
原　

嗣
志　
　

和
田　

勝
美

高
知
県
・
高
知
市

病
院
企
業
団
議
会
議
員

　

平
田　

文
彦

②

　

６
月
定
例
会
初
日
の
13
日
に
、
中
澤
は
ま
子
議
長
、
深
瀬
裕
彦

副
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
議
長
・
副
議
長
を
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

後
任
の
議
長
と
副
議
長
を
決
め
る
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
く
議
長
に
山
根
堂
宏
議
員
、
副
議
長
に
竹
村
邦
夫
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

議　長

山
やま

根
ね

　堂
たかひろ

宏
副議長

竹
たけむら

村　邦
くに

夫
お

議長・副議長を選出

13
日　

開
会

　

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

　

議
長
・
副
議
長
選
挙

14
日　

常
任
・
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
の
選
任

18
日　

個
人
質
問

　
　

近
藤　
　

強
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

平
田　

文
彦
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

戸
田　

二
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

高
橋　

正
志
（
公　

明　

党
）

19
日

　
　

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

寺
内　

憲
資
（
公　

明　

党
）

　
　

氏
原　

嗣
志
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

門
田
権
四
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

20
日

　
　

髙
木　
　

妙
（
公　

明　

党
）

　
　

は
た　
　

愛
（
日
本
共
産
党
）

　
　

近
森　

正
久
（
み
ど
り
の
会
）

　
　

水
口　

晴
雄
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

21
日

　
　

下
元　

博
司
（
日
本
共
産
党
）

　
　

浜
口　

卓
也
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

岡
田　

泰
司
（
日
本
共
産
党
）

24
・
25
日　

常
任
委
員
会

26
日　

常
任
委
員
長
報
告　

採
決　

　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採
決

　

特
別
委
員
会
委
員
の
変
更　

閉
会

６
月
定
例
会
　
　
審 

議 

日 

程
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ま
た
、
耐
震
改
修
促
進
法
の
改
正

で
、
１
９
８
１
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
大
型
施
設
の

耐
震
診
断
義
務
化
に
対
し
て
は
、
中

嶋
副
市
長
か
ら
、
業
界
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
国
の
制
度
を
活
用
す
る
な

ど
、
最
適
な
支
援
策
を
模
索
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

市
民
ク
ラ
ブ

岡
﨑
市
長
も
「
基
本
的
人
権
の
削
除

は
好
ま
し
く
な
い
」
と
答
弁
。

　

近
藤
強
議
員
の
国
か
ら
の
地
方
公

務
員
給
与
削
減
要
求
に
つ
い
て
の
質

問
に
、
「
地
方
と
何
の
相
談
も
な
し

に
一
方
的
に
決
め
る
こ
と
は
納
得
で

き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
の

流
れ
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
」
と
答
弁
。
旭
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
減げ

ん

歩ぶ

率
を
軽
減
す
べ
き
と
の

意
見
に
、
潮
江
や
高
知
駅
周
辺
と
同

程
度
の
10
％
前
後
に
し
た
い
と
答
弁
。

　

門
田
権
四
郎
議
員
の
質
問
に
、
「

憲
法
は
国
家
権
力
を
制
限
し
て
国
民

の
権
利
自
由
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
国
家
の
基
本
法
」
と
の
理
解
を

示
し
、
97
条
の
基
本
的
人
権
の
規
定

削
除
は
好
ま
し
く
な
い
と
答
弁
。
来

年
度
か
ら
の
定
年
退
職
職
員
は
、
原

則
希
望
者
全
員
を
再
任
用
し
た
い
、

ま
た
、
土
曜
授
業
は
条
件
が
調
え
ば

地
域
連
携
型
で
検
討
し
た
い
と
答
弁
。

　

岡
﨑
豊
議
員
の
国
民
健
康
保
険
制

度
の
質
問
に
、
「
市
町
村
で
の
国
保

運
営
は
限
界
に
き
て
お
り
、
都
道
府

県
単
位
で
の
制
度
化
を
目
指
す
べ
き

」
と
答
弁
。
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
の
成
立
を
受
け
、
市
は
こ
の
秋
を

め
ど
に
調
達
方
針
を
決
め
た
い
と
答

弁
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
議
論
の

行
方
を
心
配
し
、
医
療
・
年
金
・
介

護
等
は
し
っ
か
り
守
る
べ
き
と
指
摘
。

新
こ
う
ち
未
来

個
人
質
問
に
戸
田
二
郎
議
員
、
氏
原

嗣
志
議
員
、
川
村
貞
夫
議
員
、
浜
口

卓
也
議
員
が
登
壇
。

　

戸
田
二
郎
議
員
は
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
促
進
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
に
相
談
窓
口
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
る
に
当
た
り
、
目
的
の
あ

い
ま
い
さ
、
設
置
し
た
場
合
の
職
員

の
技
能
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
質
問
。

執
行
部
か
ら
は
明
確
な
答
弁
は
な
く
、

不
安
な
点
も
残
り
な
が
ら
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

氏
原
嗣
志
議
員
は
農
業
問
題
に
つ

い
て
質
問
。
農
地
の
集
積
、
農
業
用

施
設
の
改
善
、
担
い
手
対
策
、
耕
作

放
棄
地
対
策
等
、
一
体
的
、
地
域
別

に
合
致
し
た
農
業
農
村
総
合
施
策
の

確
立
を
求
め
た
。

　

川
村
貞
夫
議
員
は
中
山
間
地
域
問

題
を
取
り
上
げ
、
移
住
促
進
へ
の
対

応
や
、
多
様
な
生
き
物
が
す
む
清
流

鏡
川
の
保
全
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
本
格
運
行
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

質
問
。

　

浜
口
卓
也
議
員
は
全
庁
的
な
経
済

政
策
に
つ
い
て
具
体
策
を
質
問
。
本

市
で
も
勧
奨
さ
れ
て
い
る
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
副
反
応
の

質
問
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
実
際
に

副
反
応
が
あ
っ
た
事
実
と
、
今
後
は

厚
生
労
働
省
の
勧
告
に
よ
り
対
応
す

る
旨
を
確
認
し
た
。

日
本
共
産
党

市
の
財
政
は
想
定
以
上
に
改
善
。

慰
安
婦
発
言
撤
回
決
議
が
採
択
！

　

は
た
愛
議
員
は
、
財
政
再
建
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
を
質
問
。
市
民
負
担

増
等
に
よ
り
４
年
間
で
プ
ラ
ン
想
定

を
大
き
く
超
え
る
約
２
０
０
億
円
の

改
善
を
認
め
、
市
民
の
切
実
な
要
望

に
応
え
る
財
源
は
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
。
学
校
防
災
備
品
に
つ
い
て
は
、

原
則
公
費
負
担
へ
。
下
元
ひ
ろ
し
議

員
は
、
生
活
保
護
法
「
改
悪
」
で
、

申
請
を
受
理
し
な
い
『
水
際
作
戦
』

が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
。

書
類
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
従
来
ど

お
り
取
り
扱
い
、
新
た
に
設
置
さ
れ

る
困
窮
者
支
援
窓
口
で
は
、
生
活
保

護
窓
口
と
の
連
携
を
行
っ
て
い
く
と

答
弁
。
南
海
地
震
対
策
で
は
、
保
育

園
や
公
共
施
設
の
早
期
耐
震
化
を
求

め
た
。
岡
田
や
す
し
議
員
は
、
資
源

ご
み
に
つ
い
て
、
再
生
資
源
処
理
協

同
組
合
が
売
却
し
て
い
る
が
、
収
入

額
は
市
民
に
公
開
す
べ
き
と
質
問
。

事
業
の
透
明
性
を
確
保
し
、
可
能
な

限
り
情
報
開
示
し
て
い
き
た
い
と
答

弁
。
橋
下
大
阪
市
長
の
「
慰
安
婦
」

発
言
撤
回
を
求
め
る
決
議
を
提
出
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
と
な
っ
た
。

公　

明　

党

　

髙
木
妙
議
員
は
、
本
市
の
子
育
て

環
境
整
備
に
つ
い
て
た
だ
し
、
岡
﨑

市
長
は
、
保
育
需
要
に
対
す
る
明
確

な
見
解
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
長
期
浸
水
対
策
、
高
齢
者
居
宅

の
課
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問

し
ま
し
た
。

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
防
災
産
業
の

育
成
と
地
産
外
商
支
援
策
と
し
て
、

市
も
県
と
同
様
に
、
地
元
企
業
の
防

災
関
連
製
品
を
購
入
す
る
制
度
（
公

的
調
達
制
度
）
を
創
設
す
べ
き
と
訴

え
、
岡
﨑
市
長
か
ら
、
平
成
25
年
７

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
橋
正
志
議
員
は
、
戦
後
か
ら
再

造
林
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
が
現

在
伐
採
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
本
市
に
お
け
る
森
林
・
林
業
対

策
な
ど
多
項
目
に
わ
た
り
質
問
し
、

鏡
・
土
佐
山
地
域
の
「
森
の
工
場
」

か
ら
の
搬
出
間
伐
の
現
状
、
森
林
環

境
に
与
え
る
影
響
を
た
だ
し
ま
し
た
。

み
ど
り
の
会

　

近
森
議
員
の
提
案
で
始
ま
る
①
日

曜
市
の
再
生
②
災
害
時
の
情
報
整
備

③
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
④
話
せ
る
英
会

話
教
育
⑤
誤
っ
た
生
徒
指
導
の
変
更

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育
⑦
正
し
い
進
路
指
導

⑧
景
観
の
良
い
道
作
り
⑨
四
電
の
値

上
げ
に
反
対
⑩
地
方
市
場
へ
の
移
行

⑪
緑
あ
ふ
れ
る
高
知
市
へ
大
転
換

新
風
ク
ラ
ブ

会
派
挙
げ
て
の
徹
底
調
査
で
強
力
サ

ポ
ー
ト
、
精
鋭
２
議
員
が
独
自
の
視

点
で
市
政
課
題
を
た
だ
す
！

　

平
田
文
彦
議
員
は
、
高
知
県
が
創

設
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

と
な
る
老
朽
住
宅
除
却
事
業
の
活
用

や
空
き
家
対
策
の
早
急
な
取
り
組
み
、

観
光
振
興
、
中
央
卸
売
市
場
、
教
育

行
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
。

　

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
か
ら
、
空

き
家
条
例
は
提
言
に
基
づ
き
今
年
度

中
に
策
定
し
、
老
朽
住
宅
除
去
事
業

は
、
地
域
に
お
け
る
避
難
の
実
情
等

も
参
考
に
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
と

の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

水
口
晴
雄
議
員
は
、
財
政
再
建
、

よ
さ
こ
い
祭
り
、
中
心
市
街
地
活
性

化
、
新
図
書
館
の
駐
車
場
、
観
光
客

の
宿
泊
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。

　

市
長
は
、
財
政
再
建
は
全
体
と
し

て
達
成
し
た
と
の
認
識
を
示
し
、
こ

の
秋
に
は
今
後
５
年
間
の
財
政
収
支

見
通
し
を
示
す
こ
と
を
明
言
し
た
。

③

６月定例会を
振り返って

会派の意見
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６月定例会
で可決した主な議案

○中央卸売市場業務条例の一部改
正議案

　　標記市場の立体駐車場を平面
駐車場として再整備することに
伴い、規定の整備を行うため、
条例の一部を改正するもの。

○道路占用料徴収条例の一部改正
議案

　　太陽光発電設備および風力発
電設備に係る道路占用料を新設
するため、条例の一部を改正す
るもの。

○常備消防ポンプ自動車購入契約
締結議案

　　標記自動車２台について、価
格 5，777万 840円で購入契約を
締結しようとするもの。

問

モ
デ
ル
事
業
に
応
募
し
た
理

由
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
モ
デ
ル
事
業
は
、
生
活
困

窮
者
を
支
援
す
る
新
し
い
試
み
と
し

て
、
多
様
な
人
材
や
社
会
的
な
資
源

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
活
保
護
に

至
る
前
の
段
階
で
生
活
困
窮
状
態
か

ら
脱
却
す
る
こ
と
を
促
し
、
生
活
基

盤
を
立
て
直
す
た
め
の
社
会
支
援
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

十
分
に
確
認
し
て
必
要
な
支
援
を
行

い
、
そ
の
過
程
で
生
活
保
護
の
適
用

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
生

活
保
護
相
談
窓
口
に
つ
な
い
で
い
く
。

　

ま
た
、
健
康
福
祉
部
だ
け
で
な
く

庁
内
関
係
部
署
と
の
連
携
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
多
重
債
務
な
ど
の
相
談

に
当
た
っ
て
い
る
市
民
生
活
課
、
就

労
の
場
の
確
保
や
雇
用
促
進
に
関
係

す
る
商
工
振
興
課
な
ど
の
関
係
課
に

情
報
提
供
を
行
い
、
意
見
交
換
を
し

て
い
る
。

　

今
後
も
継
続
し
て
協
議
を
重
ね
、

必
要
な
支
援
体
系
の
在
り
方
を
検
討

し
、
効
果
的
な
事
業
展
開
に
努
め
る
。

　

厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
の
中
で
、
非
正
規
労
働
者
や
低
所
得
者
の
増
加
な

ど
、
生
活
困
窮
に
至
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
全
て
の
人
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
や
生
活
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
貧
困
・
格
差
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
策
に
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、
新
た

な
制
度
の
構
築
を
目
指
し
た
「
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
秋
か
ら
、
生
活
保
護
相
談
窓
口
と
は
別
に
総
合
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

本
市
の
生
活
保
護
受
給
率
は
、
依

然
と
し
て
高
い
状
況
で
推
移
し
て
お

り
、
昨
年
度
に
受
け
た
生
活
保
護
相

談
の
う
ち
、
半
数
強
は
受
給
ま
で
に

至
ら
な
か
っ
た
が
、
何
ら
か
の
支
援
、

対
策
が
必
要
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
の
応
募
に

至
っ
た
。

問

事
業
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
必
ず

　

市
議
会
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
生
中

継
に
加
え
て
、
６
月
定
例
会
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会
議
（
定
例
会

）
の
録
画
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
録
画
配
信
は
、
高
知
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
専

用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
る
と
視
聴

で
き
、
会
議
日
や
質
問
議
員
名
、
発

言
内
容
の
語
句
等
の
検
索
も
可
能
で

す
。

　

今
後
は
、
各
定
例
会
の
閉
会
日
か

ら
約
２
週
間
後
の
配
信
を
予
定
し
て

お
り
、
配
信
期
間
は
１
年
間
で
す
。

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
須

事
業
と
し
て
、
「
総
合
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
に

関
す
る
相
談
・
支
援
事
業
を
行
う
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
選
択
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
任
意
事
業
と
し
て
は
、
現

在
実
施
し
て
い
る
、
生
活
困
窮
世
帯

の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援

事
業
で
あ
る
「
高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

」
を
位
置
付
け
て
い
る
。

問

事
業
の
実
施
体
制
に
つ
い
て

聞
く
。

答

基
本
的
に
は
本
市
が
主
体
と

な
る
が
、
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
関
係
団
体
に

委
託
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
現

在
、
日
常
生
活
支
援
や
生
活
福
祉
資

金
貸
し
付
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
担
っ
て
お
り
、
生
活
困
窮
者
の

自
立
支
援
に
関
す
る
具
体
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
も
有
し
て
い
る
た
め
、
今
後
、

同
協
議
会
と
一
体
的
に
運
営
で
き
る

仕
組
み
を
協
議
し
て
い
く
。

問

総
合
相
談
窓
口
の
職
員
体
制

に
つ
い
て
聞
く
。

答

総
合
相
談
窓
口
に
お
い
て
必

要
な
専
門
的
知
識
と
し
て
は
、
福
祉

制
度
全
般
は
も
と
よ
り
、
雇
用
・
就

労
対
策
、
さ
ら
に
は
医
療
、
健
康
に

関
す
る
知
識
等
が
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
相
談
支
援
を
行
う
に
は
、
８

名
程
度
の
人
員
体
制
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問

庁
内
関
係
部
署
と
の
連
携
に

つ
い
て
聞
く
。

答

総
合
相
談
窓
口
で
は
、
相
談

者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
意
思
を

新
た
な
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
の

　
構
築
に
向
け
て 

～
国
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
～

－平成24年度－

　議会情報公開制度・
　　個人情報保護制度
　の利用状況をお知らせします

○議会情報公開制度の利用状況
　公開請求の状況およびその処理状況

（単位：件）
公開請求

件数 処理（決定）状況 不服申立て

４

公　　開　 ４ ０

一部公開　 ０ ０

非 公 開　 ０ ０

取り下げ　 ０ ０

却　　下　 ０ ０

○議会個人情報保護制度の利用状況
　⑴開示請求および訂正請求ならびに
　　適正処理の申し出状況 　 　 なし
　⑵苦情、相談の件数 　　 　　 なし

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

　
　
　
本
会
議
の
録
画
配
信
を
開
始

高知市ホームページの
このボタンをクリック
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問

現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
聞

く
。答

本
市
で
開
催
す
る
９
種
目
に

つ
い
て
は
、
７
月
中
旬
に
は
参
加
チ

ー
ム
が
確
定
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
運
営
面
に
関
し
て
は
、
６

月
１
日
付
で
職
員
の
兼
務
や
併
任
発

令
を
行
っ
て
種
目
ご
と
の
実
施
本
部

体
制
を
強
化
し
、
各
種
目
の
競
技
団

体
の
役
員
や
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、

順
調
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問

市
民
が
担
う
役
割
を
聞
く
。

答

高
知
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、
各
大
会
会
場
で
の
受
付
や
案
内
、

清
掃
、
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
で
の
湯

茶
接
待
、
振
る
舞
い
鍋
の
提
供
や
試

合
の
応
援
な
ど
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
７
月
か
ら
開
始
す
る
。

　

参
加
す
る
皆
さ
ん
を
市
を
挙
げ
て

温
か
く
歓
迎
し
、
心
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
を
す
る
と
と
も
に
、
世
代

や
地
域
を
超
え
て
交
流
の
輪
を
広
げ

る
た
め
、
多
く
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
世
代
間
交
流
も
本
大
会
の

⑤

一
つ
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
校
生
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
競
技
補
助
員
と
し
て
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

問

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
へ
の
支
援

に
よ
る
効
果
や
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
所
見
を
聞
く
。

答

本
県
で
の
映
画
や
ド
ラ
マ
の

ロ
ケ
支
援
に
つ
い
て
は
、
県
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
の
高
知
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
撮
影
の
窓
口

と
な
り
、
撮
影
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供

し
て
い
る
。

　

映
画
や
ド
ラ
マ
は
、
高
知
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
す
る
上
で
非
常
に
効

果
的
で
あ
り
、
仮
に
高
知
発
の
映
画

が
多
く
製
作
さ
れ
、
映
画
資
材
、
美

術
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
産
業
が

　

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
、
全
国
健
康
福
祉
祭
の
愛
称
で
、
60
歳
以
上
の

選
手
が
参
加
す
る
、
健
康
・
福
祉
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
祭
典
で
す
。

　

第
26
回
大
会
と
な
る
本
年
は
、
10
月
26
日
（
土
）
か
ら
29
日
（
火
）
の
４

日
間
、
『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
』
と
題
し
、

・
よ
う
こ
そ
高
知
へ　

～
県
民
み
ん
な
で
お
も
て
な
し
を
す
る
大
会
～

・
さ
あ
一
緒
に　

～
地
域
や
世
代
を
超
え
た
絆
を
結
ぶ
大
会
～

・
こ
れ
か
ら
の
き
っ
か
け　

～
喜
び
や
感
動
の
あ
る
大
会
～

・
い
き
い
き
暮
ら
す　

～
健
康
長
寿
を
実
感
で
き
る
大
会
～

の
４
つ
の
項
目
を
掲
げ
て
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
弓
道
・
サ
ッ

カ
ー
・
水
泳
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
俳
句
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
９
種
目
を
開
催

し
ま
す
。

市
民
と
共
に
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
成
功
を

集
積
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
市
の
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
の
活
性
化
に
も
寄
与

す
る
と
考
え
る
。

　

本
市
で
は
、
今
年
度
中
に
新
た
な

観
光
振
興
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

お
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
を
支
援
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
体
制
や
資
金

支
援
策
が
有
効
で
あ
る
か
、
県
や
高

知
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
協
議

す
る
と
と
も
に
、
議
会
や
民
間
の
方

々
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
支
援

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
コ
ン
テ
ン
ツ
…
文
字
、
音
声
、
映

像
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
る
創
作
物

※
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
…
映

画
等
の
撮
影
場
所
誘
致
や
撮
影
支
援

を
す
る
組
織

問

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

聞
く
。

答

事
業
用
地
の
先
行
買
収
は
、

初
年
度
で
あ
る
平
成
25
年
度
に
下
島

町
地
区
で
２
宅
地
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
旭
町
二
丁
目
に
計
画

し
て
い
る
都
市
再
生
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
に
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
・
建
築
実
施
設
計
を
行
い
、
既

存
の
市
営
住
宅
お
よ
び
旧
市
民
病
院

旭
公
舎
を
解
体
し
、
26
年
度
に
北
棟

約
60
戸
の
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
る
。

問

住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
対

策
に
つ
い
て
聞
く
。　
　
　
　
　
　

答

土
地
区
画
整
理
事
業
の
減げ

ん

歩ぶ

率
（
※
）
は
、
地
域
の
土
地
利
用
の

状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
下
島
町

地
区
の
場
合
、
減
価
補
償
金
（
※
）

に
よ
る
土
地
の
先
行
買
収
を
行
っ
て

も
、
減
歩
率
は
平
均
約
16
％
に
な
る

こ
と
か
ら
、
一
般
宅
地
の
平
均
減
歩

率
を
高
知
駅
周
辺
や
潮
江
西
部
地
区

と
同
程
度
の
10
％
台
ま
で
引
き
下
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

※
減
歩
率
…
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、
道
路
の
拡
充
や
公
園
の
整
備
な

ど
に
必
要
な
新
た
な
用
地
は
、
事
業

区
域
内
の
宅
地
所
有
者
が
土
地
の
利

用
価
値
の
増
進
に
応
じ
て
提
供
す
る

こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
業
の
前
に
所
有
し
て
い
た
土
地
に

対
す
る
整
理
後
の
土
地
の
減
少
割
合

の
こ
と
。

※
減
価
補
償
金
…
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
後
の
地
区
全
体
の
宅
地
総
価

額
が
、
施
行
前
よ
り
減
少
し
た
場
合

に
、
地
権
者
に
交
付
す
る
必
要
の
あ

る
補
償
金
の
こ
と
。

　

近
年
、
県
内
で
は
、
映
画
「
県

庁
お
も
て
な
し
課
」
を
は
じ
め
、

こ
の
秋
公
開
予
定
の
「
０
・
５
ミ

リ
」
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
遅
咲
き

の
ヒ
マ
ワ
リ
」
な
ど
数
々
の
ロ
ケ

が
行
わ
れ
、
映
像
を
通
し
て
高
知

の
魅
力
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
映
画
、
ア
ニ
メ
、
ゲ

ー
ム
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
※
）
を

き
っ
か
け
に
観
光
に
訪
れ
る
人
た

ち
も
多
く
、
地
方
都
市
で
は
フ
ィ

ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
※
）
等

に
よ
る
映
画
や
ド
ラ
マ
の
誘
致
合

戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

旭
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、

旧
耐
震
基
準
に
よ
る
木
造
建
物
や

狭き
ょ
う
あ
い隘
な
道
路
が
多
く
、
災
害
か
ら

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

観
光
力
ア
ッ
プ
へ

　
新
し
い
取
り
組
み
を

旭
駅
周
辺
地
区
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

【 採　択 】
○少人数学級の推進・教職

員定数改善を図るための、
2014年度政府予算に係る意
見書提出を求める件

○核兵器全面禁止の決断と行
動を求める意見書提出の件

【 不採択 】
○来年４月からの消費税率引

き上げを中止することを求
める意見書提出の件

○年金 2. 5％削減中止を求め
る意見書提出の件

○生活保護制度を後退させな
いための意見書提出の件

６月定例会で結果の出た

請願・陳情
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録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

　

本
会
議
の
中
継
放
送
を
録
画
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
☎
８
２
３

－

９
４
０
０
）

会  

議  

録  

の  

閲  

覧

　

６
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は

９
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　

本
庁
舎
４
階
の
情
報
公
開
セ
ン
タ

ー
、
市
民
図
書
館
、

議
会
図
書
室
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

本
会
議
は
平
成
６
年

12
月
定
例
会
以
降
、

委
員
会
は
平
成
15
年

５
月
以
降
の
会
議
録

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　政務調査費は、議員が行う調査研究活動の目的のために必要な経費の一部として、各会派に交付されるものです。
　交付額は、会派所属議員１人につき月額８万円（特例条例により２万円減額）です。
　政務調査費の執行状況は、次のとおりです。関係書類は、議会図書室でどなたでも閲覧できます。
　なお、地方自治法の改正により、平成25年度交付分から名称が政務活動費となり、支出項目に「要請・陳情活動
費」が加わるなどの変更がありました。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。（☎ 823－9400）

政　務　調　査　費　収　支　報　告　書

平成24年度の政務調査費の執行状況をお知らせします

会派名
項  目

新風クラブ
（７人）

市民クラブ
（７人）

新こうち未来
（７人）

日本共産党
（６人）

公　明　党
（５人）※①

みどりの会
（１人） 合　計

収　
　

入

交 付 額 6,720,000 6,720,000 6,720,000 5,760,000 4,880,000 960,000 31,760,000
利 息 59 37 156 130 171 70 623

計 6,720,059 6,720,037 6,720,156 5,760,130 4,880,171 960,070 31,760,623

支　
　
　
　
　
　

出

１ 研 究 研 修 費 0 606,182 36,000 1,105,527 1,082,105 0 2,829,814
２ 調 査 旅 費 2,491,737 2,769,217 843,252 548,908 1,252,742 0 7,905,856
３ 資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0
４ 資 料 購 入 費 45,240 1,142,320 472,774 634,989 499,388 0 2,794,711
５ 広 報 広 聴 費 796,740 174,052 4,514,625 2,138,473 485,465 0 8,109,355
６ 人 　 件 　 費 560,000 0 0 0 0 0 560,000
７ 事 務 諸 費 2,678,134 1,038,710 881,192 432,440 1,232,720 0 6,263,196
８その他の経費 0 0 0 0 0 0 0

計 6,571,851 5,730,481 6,747,843 4,860,337 4,552,420 0 28,462,932

（単位　円）

※①公明党は平成24年４月分のみ６人で交付。
※②政務調査費返還額は、返還金額を記載したものであり、収支差額ではありません。

１ 研 究 研 修 費	 会派が研究会または研修会を開催するために必要な経費
	 会派の所属議員が他の団体の開催する研究会等に参加するための経費
２ 調 査 旅 費	 会派の行う調査研究活動のため必要な先進地視察・現地調査のための経費
３ 資 料 作 成 費	 会派の行う調査研究活動のため必要な資料等の作成に要する経費
４ 資 料 購 入 費	 会派の行う調査研究活動のため必要な資料等の購入に要する経費
５ 広 報 広 聴 費	 会派の調査研究活動、議会活動、および市の政策について住民に報告・周
	 知するために必要な経費
	 会派が住民からの市政および会派の政策等に対する要望・意見等を吸収す
	 るための会議に必要な経費
６ 人 　 件 　 費	 会派の行う調査研究活動を補助する職員の雇用に要する経費
７ 事 務 諸 費	 会派の行う調査研究活動のため必要な消耗品の購入、事務機器の修理等に
	 要する経費
８ その他の経費	 上記以外の経費で、会派の行う調査研究活動に必要な経費

支出項目の内容

政務調査費返還額※② 148,208 989,556 0 899,793 327,751 960,070 3,325,378

会派の構成と電話・FAX 番号
新風クラブ（７人）☎ 823-9401　 FAX 871-2811
市民クラブ（７人）☎ 823-9402　 FAX 802-3055
新こうち未来（７人）☎ 823-9406　 FAX 822-8119
日本共産党（６人）☎ 823-9404　 FAX 823-9558
公　明　党（５人）☎ 823-9403　 FAX 871-2485
みどりの会（１人）☎ 823-9476 ※ FAX 823-9350

※議会事務局直通の FAX 番号です 　 

高知市ホームページへのアクセスは

高知市 検 索
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24
、
25
日
に
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
議
案
な
ど
８
件
の
議
案
と
請
願

１
件
、
陳
情
４
件
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

議
案
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
、
陳
情
３
件
の
結
果
を
出
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
決
算
状
況
に

つ
い
て
な
ど
３
件
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。建

設
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

14
日
に
正
副
委
員
長
を
互
選
し
、

24
日
に
南
部
１
号
汚
水
幹
線
管
渠
築

造
工
事
（
24

－
１
）
請
負
契
約
の
一

部
変
更
議
案
な
ど
６
件
の
議
案
の
審

査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
の
企
業
会
計

移
行
に
つ
い
て
な
ど
３
件
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

特 

別 

委 

員 

会

　

南
海
地
震
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
13
日

　

南
海
地
震
長
期
浸
水
対
策
検
討
委

員
会
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
な
ど
３

件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
４
日

　

高
知
県
版
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
被
害
想
定
に
つ
い
て
な
ど
５
件
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
８
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

６
月
26
日

　

委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
等
の
役
割

を
担
う
広
報
委
員
会
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◎
清
水
お
さ
む　

○
細
木　
　

良

　

門
田
権
四
郎　
　

浜
口　

卓
也

　

西
森　

美
和

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
意
見
書

⑴
空
き
家
対
策
と
し
て
の
相
続
手
続

の
簡
素
化
等
を
求
め
る
意
見
書

⑵
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

⑶
日
本
政
府
に
核
兵
器

全
面
禁
止
の
た
め
の
決
断
と

行
動
を
求
め
る
意
見
書

賛
成
多
数
で
可
決
し
た

意
見
書
・
決
議

⑷
母
子
家
庭
等
の
高
等
技
能
訓
練

　
　
　
　

促
進
費
等
事
業
の
復
元
を

求
め
る
意
見
書

⑸
地
球
温
暖
化
対
策
の
新
た
な

　
　

国
際
枠
組
み
に
対
し
積
極
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

⑹
少
人
数
学
級
の
推
進
・
教
職
員

　
　

定
数
改
善
を
図
る
た
め
の
、

２
０
１
４
年
度
政
府
予
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

係
る
意
見
書

⑺
日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
・

　
　

橋
下
徹
大
阪
市
長
に
よ
る

　

「
慰
安
婦
」
発
言
に
対
す
る
決
議

※
可
決
し
た
意
見
書
は
、
国
等
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

否
決
し
た
意
見
書

⑻
安
倍
政
権
「
成
長
戦
略
」
に

　
　

お
け
る
労
働
「
規
制
緩
和
」
に

関
す
る
意
見
書

⑼
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に

関
す
る
意
見
書

⑽
い
じ
め
問
題
に
か
か
わ
る

　
　
　

法
制
化
に
つ
い
て
の
意
見
書

経
済
文
教
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

14
日
に
正
副
委
員
長
を
互
選
し
、

24
日
に
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
の

一
部
改
正
議
案
な
ど
２
件
の
議
案
と
、

請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
、
請
願
１
件
の
結
果
を
出
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
学
校
給
食
調

理
業
務
民
間
委
託
実
施
予
定
校
に
つ

い
て
な
ど
２
件
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

厚
生
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

14
日
に
正
副
委
員
長
を
互
選
し
、

24
日
に
ヨ
ネ
ッ
ツ
こ
う
ち
条
例
の
一

部
改
正
議
案
な
ど
５
件
の
議
案
と
、

陳
情
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可

決
、
承
認
し
、
陳
情
１
件
の
結
果
を

出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
な
ど
２
件

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

　
　

４
月
30
日
・
５
月
14
日

　

土
電
関
係
予
算
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

14
日
に
正
副
委
員
長
を
互
選
し
、

委

員

会

の

活

動

4
月
16
日
か
ら

7
月
15
日
ま
で

《高知市議会事務局の連絡先》
　市議会だよりに対するご意見・ご
要望をお寄せください。議会に関す
るご意見もお待ちしています。

【電　話】８２３－９４００（直通）
【ＦＡＸ】８２３－９３５０
【メール】kc-260100@city.kochi.lg.jp

◎
本
会
議
、
委
員
会
の
日
程
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

　

市
役
所
本
庁
舎
の
掲
示
板
、
高
知
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
会
議
、
委
員
会
の

開
催
日
程
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◎
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

高
知
市
議
会
の
本
会
議
、
委
員
会
は
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。 

6
月
定
例
会
に
提
出
し
た

編

集

後

記

　

本
号
で
は
新
た
な
議
長
・
副
議
長

や
委
員
会
構
成
、
昨
年
度
の
政
務
調

査
費
の
執
行
状
況
等
を
掲
載
し
た
た

め
、
６
月
定
例
会
の
質
疑
内
容
を
お

知
ら
せ
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
通
常
よ
り

少
な
く
な
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。

　

今
定
例
会
か
ら
本
会
議
の
模
様
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
録
画
配
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）

広
報
委
員
会
委
員

※決議とは、議会の意思を対外的に表明する行為です。

意 

見 

書 

・ 

決 

議
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議　長　　山　根　堂　宏
副議長　　竹　村　邦　夫

氏　　名 住　　　　　　所
電　　　話

会　　派
自　宅 連絡先

議　　長 山　根　堂　宏 神田1732番地18 832－6015 公 明 党

（平成25. 6. 18現在）

就　　    　任
平成25年6月13日

高 知 市 議 会 議 員 名 簿

常任委員会 
（25. 6. 14）

氏　　名 住　　　　　　所
電　　　話

会　　派
自　宅 連絡先

総　

務　

委　

員　

会

委 員 長 土　居　ひさし 朝倉東町48番17号 843－1707 新こうち未来

副委員長 下　元　博　司 横浜西町31番１号 842－7619 824－4123 日本 共 産 党

委　　員 は　た　　　愛 中久万294番地18 ｳｨﾙﾓｱN102号 802－3595 824－4123 日本 共 産 党

〃 田　鍋　　　剛 介良乙3257番地16 860－4060 市 民 クラブ

〃 深　瀬　裕　彦 春野町森山312番地 894－3022 市 民 クラブ

〃 氏　原　嗣　志 春野町弘岡中2236番地 894－2737 新こうち未来

〃 水　口　晴　雄 中水道５番34号 873－1812 824－8830 新 風 クラブ

〃 髙　木　　　妙 高埇21番13号 880－3066 公 明 党

建　

設　

委　

員　

会

委 員 長 長　尾　和　明 十津四丁目16番５号 847－4263 市 民 クラブ

副委員長 平　田　文　彦 種崎676番地３ 847－0012 新 風 クラブ

委　　員 下　本　文　雄 塚ノ原108番地65 840－2191 日本 共 産 党

〃 近　藤　　　強 新本町二丁目17番16号 824－5501 市 民 クラブ

〃 戸　田　二　郎 南久万72番地４ 875－3619 823－5050 新こうち未来

〃 寺　内　憲　資 竹島町84番地８ 832－8002 090－4902－0347 公 明 党

〃 福　島　　　明 瀬戸東町一丁目21番地10 842－0321 新こうち未来

〃 浜　川　総一郎 北本町四丁目２番58－908号 ｱｰﾈｽﾄ北本町 885－5878 新 風 クラブ

厚　

生　

委　

員　

会

委 員 長 江　口　善　子 竹島町81番地７ 834－1818 824－4123 日本 共 産 党

副委員長 竹　内　千賀子 潮見台三丁目804番地 860－6678 828－4800 市 民 クラブ

委　　員 細　木　　　良 介良乙1871番地 879－1836 090－8972－1478 日本 共 産 党

〃 川　村　貞　夫 鏡吉原1109番地 896－2451 090－1003－2473 新こうち未来

〃 岡　﨑　　　豊 大谷公園町16番1－402号 ｱｰﾈｽﾄ大谷公園 840－7763 882－6411 市 民 クラブ

〃 清　水　おさむ 北本町四丁目４番14－306号 ｱﾙﾌｧｽﾃｲﾂ北本町弐番館 090－5273－4949 新 風 クラブ

〃 高　橋　正　志 十津四丁目12番９号 847－2754 公 明 党

〃 竹　村　邦　夫 朝倉丁694番地１ 844－3023 090－8970－3092 新 風 クラブ

経
済
文
教
委
員
会

委 員 長 和　田　勝　美 土佐山梶谷632番地 895－2517 新 風 クラブ

副委員長 上　田　貢太郎 愛宕山105番地 873－2381 新こうち未来

委　　員 門　田　権四郎 朝倉己802番地18 844－7238 市 民 クラブ

〃 近　森　正　久 永国寺町１番８号 822－1093 090－7780－7131 みどりの 会

〃 岡　田　泰　司 薊野西町三丁目５番20号 845－5428 824－4123 日本 共 産 党

〃 浜　口　卓　也 介良乙1006番地６ ｱﾑｰﾙF102 855－5872 新こうち未来

〃 西　森　美　和 宇津野10番地５ 825－4012 公 明 党

〃 中　澤　はま子 鴨部二丁目２番39－406号 ｻｰﾊ゚ｽ鴨部 840－9822 　 新 風 クラブ


